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6月定例会 

　６月定例会は６月10日に招集され、24日ま
での15日間の会期で開きました。今定例会で
は報告４件、令和４年度福崎町一般会計補正予
算などの議案７件及び請願１件について、慎重
に審議を行いました。

　審議の結果、議案７件は全て全員賛成で原案
のとおり同意・承認・可決し、請願１件につい
ては不採択とすべきものと決定しました。
　一般質問は６月22日、23日に行われ、９議
員が町政全般にわたり質問しました。

第503回 定 例 会 第503回 定 例 会 第503回 定 例 会 第503回 定 例 会 

全員賛成で同意・承認・可決した議案等 

賛否の分かれた議案等 

注1．城谷議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。

国に対し現行の「刑事訴訟法の再審規定（再審法）」
の速やかな改正を求める意見書の提出を求める請願
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報　告 

人　事 

概　要 議　案　名 

令和３年度兵庫県町土地開発公社事業報告及び令和４年度
事業計画

県内の12町で構成する「兵庫県町土地
開発公社」の令和３年度事業及び令和
４年度事業計画の報告

令和３年度福崎町一般会計予算繰越明許費にかかる繰越計
算書の報告

５億3935万円を翌年度へ繰り越し

令和３年度福崎町水道事業会計予算繰越計算書の報告 869万円を翌年度へ繰り越し

令和３年度福崎町下水道事業会計予算繰越計算書の報告 ４億1170万円を翌年度へ繰り越し

中播公平委員会委員の選任 中塚保彦氏の選任

条　例 

福崎町公営住宅等長寿命化計画の改定 福崎町の町営住宅を将来にわたり適切
に維持管理するための計画改定

工事請負契約（福崎西中学校トイレ改修工事） 株式会社ハマダと工事請負契約を締結
契約金額１億2745万7000円

工事請負契約（福崎東中学校トイレ改修工事） 株式会社ハマダと工事請負契約を締結
契約金額１億1000万円

工事請負契約（田原小学校トイレ改修工事） 株式会社神名工務店姫路支店と工事請
負契約を締結　契約金額9372万円

一般会計補正予算（第１号） １億4800万円増額（総額83億6400万円）
令和4年度 
補正予算 

※報告は質疑のみで討論・採決は行いません。

専決処分の承認
（福崎町町税条例等の一部を改正する条例）

住宅借入金等特別税額控除（住宅ロー
ン控除）の見直し及び固定資産税（土
地）の負担調整措置の特例等に係る条
例の改正

その他 
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公平委員会 とは 
　地方公務員の職員の勤務条件に関する措置の要求
及び職員に対する不利益処分を審査し、並びにこれ
について必要な措置を講ずることを職務とする行政
委員会です。

豆 知 識 

中塚保彦氏
つかなか やす ひこ

福崎西中学校 

中播公平委員会の構成団体 

❶工事名 

福崎西中学校・福崎東中学校・田原小学校  　　　 

　　　トイレ改修工事請負契約を可決 

福崎西中学校トイレ改修工事

❷契約金額 
1億2745万7000円

❸契約の相手 
株式会社ハマダ

福崎東中学校 

❶工事名 
福崎東中学校トイレ改修工事

❷契約金額 
1億1000万円

❸契約の相手 
株式会社ハマダ

田原小学校 

❶工事名 
田原小学校トイレ改修工事

❷契約金額 
9372万円

❸契約の相手 
株式会社神名工務店姫路支店

　福崎町、市川町、神河町、中播衛生施設事務組合、

姫路福崎斎苑施設事務組合、市川町外三ケ市町共有

財産事務組合、くれさか環境事務組合、中播北部行

政事務組合

❹工事概要 
●トイレ大便器：すべて洋式化、暖房便座、ウォシュレット付
　　　　小便器：自動水洗
　　　　　　床：乾式
　　　　手洗い：自動水栓
●多目的トイレ：呼び出し機能（職員室で受信）の整備
●仮設トイレ：工事期間中設置

❺改修前後の平面図 
（田原小学校２階児童用トイレ）

改修前 改修後
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1億4800万円増額の補正予算を可決 1億4800万円増額の補正予算を可決 1億4800万円増額の補正予算を可決 1億4800万円増額の補正予算を可決 

福崎町事業者支援事業（原油価格等高騰対応分） 

主な補正内容 

対 象 者：次の❶～❸のいずれかに該当する事業者であり、❹をすべて満たすもの
　　　　　❶町内に店舗等を置く小規模事業者（中小企業基本法第２条の規定によるもの）
　　　　　　（1）法人の場合：町内に本社を有する法人
　　　　　　（2）個人事業主：町内で事業を経営している事業主（農業者含む）
　　　　　❷福崎町商工会員であって、町内に店舗等を置く事業者
　　　　　❸町内の農林水産団体（営農組合等）
　　　　　❹（1）今後も事業を継続する意思がある者、（2）町税に滞納がない者
　　　　　　　ただし、副業（給与等の主たる収入がある場合）、税法上の被扶養者や事実上扶養さ
　　　　　　れている者は除く

対象経費：❶燃料費（ガソリン・灯油・軽油・重油）、電気代、ガス代
　　　　　❷令和４年１月１日から令和４年11月30日までのうち、任意の６ヶ月間の合計燃料等使用
　　　　　　量に下記価格を乗じた額

　　　　　［燃料価格等高騰分]※燃料は令和３年４月価格と令和４年４月価格の差額（全国平均値）
　　　　　　　燃料費（ガソリン・灯油・軽油・重油）23円/L　電気代 4円/kw　ガス代 70円/㎥
　　　　　　　※❷で算出した額が１万円以上の場合、補助対象

支援金額：対象経費の額（１事業者につき上限10万円・千円未満切捨て）

提出書類：交付申請書、燃料等使用額がわかる根拠資料（領収書、帳簿の写し等）、事業を実施して
　　　　　いることの証明書類（確定申告書の写し等）、店舗等の外観写真など

申請期間：令和４年12月26日（月）まで

金額（万円） 事業の内容等 

うち町単独追加支援分900万円 臨時特別給付金給付事業 3,020

うち町単独追加支援分2300万円 子育て世帯生活支援特別給付金給付事業 3,650

従来のプレミアム部分10％を2倍の20％とする プレミアム付商品券事業 1,000

原油価格等高騰対策支援金の交付 福崎町事業者支援事業 4,050

浴場改修、ろ過システム等の整備 施設改修工事 230

厨房備品、ガーデンテーブルセット等の購入 備品購入費 270

田原小学校3階普通教室増設、職員室空調設備改修 
施設改修工事 480

備品購入費 180

麦・大豆の団地化推進、生産性向上に向けた機械等の導入 産地競争力強化総合対策事業補助金 826

妖怪C+podで巡るもちむぎと妖怪のふるさと活性化事業 地域の稼げる看板商品の創出事業 800

項　　目 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
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関
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費
 
学
校
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理
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4000万円増 
（国費補助4000万円） 

　新型コロナウイルス感染症拡大を背景とした供給制約や、ロシアによるウクライナ侵略などの影響
による原油等の国際価格の変動に伴う影響を受けている町内の事業者等を対象に町独自の制度を設け
支援金を交付する。
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妖怪C+podで巡るもちむぎと妖怪のふるさと活性化事業 

地域独自の観光資源を活用した地域の稼げる看板商品の創出事業 とは 
　地域経済を支える観光の本格的な復興の実現に向けて、地域の稼げる看板商品の創出を図るため、自然、食、歴
史・文化・芸術、生業、交通等の地域ならではの観光資源を活用したコンテンツの造成から販路開拓まで一貫した
支援を実施する。
●補助率：500万円まで定額（10/10）＋500万円を超える部分については1/2　●補助上限額：1000万円

豆 知 識 

事業の概要 
　観光者の滞在時間が短く観光消費額及び宿泊客が少ないという課題に着目。また観光地や妖怪ベン
チなどの周遊性の向上をはかるための超小型モビリティの活用や造形物に身近に触れるための３Ｄプ
リンターなどを導入。特産のもちむぎや県指定文化財への宿泊施設とも連携し観光誘客を図る。
　観光庁の「地域独自の観光資源を活用した地域の稼げる看板商品の創出事業」で実施する。

800万円増 
（国費補助650万円） 

超小型モビリティ

妖怪ベンチのミニチュアガチャフィギュア ３Ｄプリンター

概 要 

造成する看板商品の内容 

展開1「妖怪C+pod」レンタカーツアー 

妖怪仕様にラッピングした超小型モビリティ
C+podとスマホで巡る福崎町観光

特 徴 特徴的な車両で町内を周遊し、ベンチと車両
を一緒にインスタ映えする写真を撮影するこ
とができる。レンタサイクルでは行きにくい
距離の観光地を巡ることができる

概 要 

展開2 もちむぎのやかたでの麺づくり体験 

もちむぎのやかた内でもちむぎ麺づくり体験を実施

特 徴 もちむぎのやかた内にある製麺所で限定麺づくり体験ができる

概 要 

展開3 妖怪ベンチガチャ & 3Dプリンター体験 

巡ってきた妖怪ベンチのミニチュアガチャを回す
３Ｄプリンターで製造される妖怪フィギュアの製造工程の見学

特 徴 妖怪ベンチのミニチュアを集める収集欲が刺激される
　川観光交流センター内に展示してある造形模型を３Ｄプリンターで再現する工程の
見学ができる

高
さ
約
４
㎝
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総務文教常任委員会 

委 員 長　河 嶋 重一郎 
副委員長　石 川 　 治  
委　　員　大 塚 記美代 
委　　員　城 谷 英 之  
委　　員　竹 本 繁 夫  
委　　員　冨 田 昭 市  
委　　員　松 岡 秀 人  

総務文教常任委員会 

遠野市との児童交流事業 

大項目 

学校教育の充実 

社会教育・地域の教育力 
（「社会教育」を追加） 

令和4年度で追加した内容 

業務改善の名の下、児童生徒と保護者への関わりをおろそかにしない。 

部活動の地域移行（地域部活動）への研修と検討。 

コミュニティスクールについての研修と検討。 

関係機関との「相互連携制度」の研修と検討。 

社会教育・生涯学習 ふるさと学習のより効果的な在り方に努める。 

開かれた教育委員会 会議録の表記法等を分かりやすくするよう工夫する。 

　コロナ禍で令和２年度と令和３年度は
中止していた遠野市との児童交流事業に
ついて、小学校６年生15人を対象に８月
28日（日）から30日（火）までの２泊３日で
実施する予定との報告がありました。

認定こども園、小学校、中学校の園児、児童、生徒数について 

　昨年度より小学校の児童数が19人減、中学校は８人増、幼児園
で11人減、こども園で５人減になったと報告がありました。
　与えられた条件の中で学力が落ちることのないよう対応し、高
岡小学校では希望者に英会話の学習やプログラミング教育など少
人数ならではの取り組みを実施します。

　令和３年度方針の「志の種を育てる」から「志の芽を育てる」への変更や、目標項目及び内容
の追加について説明がありました。

令和4年度 福崎町教育の努力目標 
基本方針『「志」の芽を育てる福崎の教育』 

令和4年度 福崎町教育の努力目標 
基本方針『「志」の芽を育てる福崎の教育』 

令和4年度 福崎町教育の努力目標 
基本方針『「志」の芽を育てる福崎の教育』 

●児童交流　お互いの地域の紹介、伝統芸能等の披露、 
　　　　　　交流ドッジボール等 

●『遠野物語』に関係のある場所の見学 

●遠野市総合防災センター等の見学 

●自然・文化・暮らしの体験 

交流概要（予定） 

園児数総計（人）4月1日現在 

田原幼児園 

八千種幼児園 

福崎幼児園 

高岡幼児園 

対昨年度比 

204

70

127

15

総　　計 416

△ 9

10

△ 7

△ 5

△11

園児数総計（人）4月1日現在 

姫学こども園 

サルビアこども園 

対昨年度比 

71

123

総　　計 194

△ 6

1

△ 5

生徒数総計（人）4月9日現在 

福崎西中学校 

福崎東中学校 

対昨年度比 

249

285

総　　計 534

7

1

8

児童数総計（人）4月9日現在 

福崎小学校 

高岡小学校 

田原小学校 

八千種小学校 

対昨年度比 

413

45

472

125

総　　計 1,055

4

△ 2

△ 9

△12

△19
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水道料金体系の見直しを検討 水道料金体系の見直しを検討 水道料金体系の見直しを検討 

福崎町下水道事業経営戦略を改定 

委 員 長　小 林 　 博  
副委員長　牛 尾 雅 一  
委　　員　植 岡 茂 和  
委　　員　宇 　 壽 幸  
委　　員　前 川 裕 量  
委　　員　三 輪 一 朝  
委　　員　　 高 平 記  

民生まちづくり常任委員会 

　福崎町下水道事業経営戦略を改定したとの報
告がありました。新たな計画期間は令和４年度
から令和13年度までの10年間です。この計画
には、農業集落排水６施設（田口、板坂、大貫、
余田、八千種、鍛冶屋）の公共下水道への統合

や公共下水道と農業集落排水の下水道使用料の
統一などが盛り込まれています。また、下水道
使用料の改定も想定されており、今後、上下水
道事業審議会で検討がなされる予定です。

　現在、福崎町では、家庭用や一般営業用で料
金体系が異なる「用途別料金体系」を採用して
います。しかし、社会の変化に伴い自由な営業
形態が生まれてきたことや、使用用途が明確に
判別できないという理由から、「口径別料金体
系」への移行を検討していくとの報告がありま
した。

　口径別料金体系とは、水道施設に対する負荷
の度合いで水道料金を変えるもので、具体的に
は水道メーターの口径に応じて料金体系が変わ
るものです。
　全国的にも口径別料金体系に移行する水道事
業者が増加しています。

●水道料金単価表〈１ヶ月あたり〉 

現 行 用途別料金体系（抜粋） 
●水道料金単価表〈１ヶ月あたり〉 

参 考 口径別料金体系（イメージ） 

基本料金

水量
（㎥）

料金
（円）

10 
（20） 

880 
（1,760） 

10 
（20） 

880 
（1,760） 

10 
（20） 

1,000 
（2,000） 

一般用 

営業用 一般営業用

学校・官公署・病院

家庭用

➡

基本料金

水量
（㎥）

料金
（円）

10 
（20） 

* * * 
（* ,* * *） 

10 
（20） 

* * * 
（* ,* * *） 

10 
（20） 

* * * 
（* ,* * *） 

口　径 25 mm

10 
（20） 

* * * 
（* ,* * *） 

100 mm

20 mm

13 mm

〜〜 〜

老朽化が進む農業集落排水施設

板坂処理場 鍛冶屋処理場板坂処理場 鍛冶屋処理場

※カッコ内の数字は２ヶ月の場合

※カッコ内の数字は２ヶ月の場合
※この料金体系は検討例です
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一般質問 

牛 尾 雅 一  
９ ペ ー ジ  

植 岡 茂 和  
１２ページ 

大塚記美代 
１１ページ 

通 告 の 内 容 

各議員のページのＱＲコードを読み取ると一般質問の様子を動画でご覧いただけます。

①健やかで活力あるまちづくりについて
②安全・安心なまちづくりについて
③誰もが住みよい暮らしやすいまちづ
　くりについて

①文化庁補助金の地域文化財総合活用
　推進事業活用について
②町の防災体制について
③審議会・委員会等組織運営の在り方
　について

竹 本 繁 夫  
１３ページ 

①少子高齢化について
②非常備消防について
③新型コロナ感染対策について

①小・中学校でのメンタルヘルス教育
　について
②40～64歳の健康増進対策について
③ゴミ減量対策について

①農業について
②消防団について
③町施設について
④都市計画道路について
⑤前回の質問について

石 川 　 治  
１４ページ 

三 輪 一 朝  
１５ページ 

小 林 　 博  
１７ページ 

「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ
「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ

①太陽光発電等の検討について
②ヤングケアラーについて
③こども園のＩＣＴ化について

①信頼と住民参加の町政への考察
②教育行政について
③住みよい町への基盤づくりについて
④駅前周辺整備その後の課題について
⑤環境問題について

①町道福崎駅田原線について
②学校給食の食材仕入れ価額の上昇と
　給食費について

①七種の自然観光資源の整備について
②行政評価を活用した決算審査につい
　て

　 高 平 記  
１６ページ 

前 川 裕 量  
１０ページ 



 
 
日
本
に
お
い
て
は
、

平
均
寿
命
が
延
び
続
け
、

今
や
「
人
生
１００
年
時
代
」

と
言
わ
れ
る
が
、
健
康
寿

命
と
で
は
男
女
共
に
約
１０

年
の
差
が
あ
る
。
こ
の
差

を
限
り
な
く
な
く
す
事
が

高
齢
者
の
方
に
と
っ
て
最

も
大
事
で
あ
る
。
健
康
で

い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
心
身
の
健

康
に
も
っ
て
こ
い
の
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
（
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
・
ツ
ゥ
ゲ
ッ
ト

ボ
ー
ル
・
ス
リ
ー
ボ
ー
ル
）

の
普
及
促
進
を
町
を
あ
げ

て
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
健
康
増
進
が
図
ら
れ
、

筋
肉
量
の
減
少
を
防
ぎ
、

足
腰
を
鍛
え
る
こ
と
で
、

内
臓
も
守
ら
れ
る
。
そ
の

結
果
、
社
会
保
障
費
の
抑

制
に
も
繋
が
る
。
体
力
的

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が

少
し
き
つ
い
と
思
わ
れ
る

方
に
と
っ
て
、
ツ
ゥ
ゲ
ッ

ト
ボ
ー
ル
・
ス
リ
ー
ボ
ー
ル

は
最
適
と
考
え
る
。
特
に
、

ス
リ
ー
ボ
ー
ル
は
福
崎
町

老
人
大
学
学
生
自
治
会
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
の
皆

さ
ん
が
考
案
さ
れ
た
福
崎

町
発
祥
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
。
健
康
寿
命
を

延
ば
す
た
め
、
全
国
に
向

け
て
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
か
。
 

  　
ス
リ
ー
ボ
ー
ル
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
ツ
ゥ

ゲ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
合
わ
せ

た
競
技
で
、
体
力
に
自
信

が
な
い
高
齢
者
の
方
も
参

加
で
き
る
よ
う
に
考
案
さ

れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
の
で
、

今
後
、団
体
・
地
域
へ
の
普

及
状
況
を
見
な
が
ら
対
応

を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

    　
　
住
民
の
方
々
の
個
人

情
報
保
護
・
利
便
性
の
向
上

の
た
め
、現
在
の
受
付
順
番

記
入
方
式
に
変
え
て
番
号

発
券
機
の
設
置
を
求
め
る
。
 

　
提
案
が
あ
り
ま
し
た
受

付
番
号
発
券
機
に
つ
き
ま

し
て
は
、
貴
重
な
意
見
と

受
け
止
め
、
今
後
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

           　
　
現
在
の
町
消
防
団
の

定
数
に
つ
い
て
は
、
消
防

団
で
協
議
さ
れ
、
平
成
4

年
に
６００
名
に
な
っ
て
い
る
。

今
日
、社
会
変
化（
人
口
減

少
な
ど
）に
よ
り
、団
員
の

補
充
に
苦
労
さ
れ
て
い
る

小
さ
な
分
団
へ
の
配
慮
な

ど
、
今
後
の
消
防
団
の
課

題
や
改
善
点
な
ど
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
を
交

え
て
協
議
を
行
う
「
消
防

団
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

を
設
置
で
き
な
い
か
。
 

  　
全
分
団
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
検

討
し
ま
す
。

　
　
町
外
か
ら
多
く
の
方

に
定
期
的
に
お
越
し
い
た

だ
く
た
め
、
福
崎
町
の
農

地
を
有
効
活
用
し
、
寄
付

金
額
、
意
向
に
よ
り
、
地

元
の
営
農
組
合
、
農
家
の

技
術
指
導
や
農
地
管
理
な

ど
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、

用
具
や
機
械
を
使
用
で
き

る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
返

礼
品
と
し
て
、
寄
付
を
募

れ
な
い
か
。
将
来
の
移
住
・

定
住
に
も
繋
が
る
と
考
え

る
が
。
 

  　
加
西
市
に
は
そ
の
よ
う

な
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、

本
町
で
は
こ
れ
ら
の
環
境

が
整
っ
た
ほ
場
が
な
い
た

め
、
返
礼
品
と
す
る
の
は

難
し
い
と
考
え
ま
す
。

一般質問 

社
会
教
育
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

問
 消

防
団
定
数
　

消
防
団
定
数
　
 

　
　
に
つ
い
て

　
　
に
つ
い
て
 

消
防
団
定
数
　
 

　
　
に
つ
い
て
 

地
域
振
興
課
長
 

問
 ふ

る
さ
と
納
税
で

ふ
る
さ
と
納
税
で
 

　
　
町
の
発
展
を

　
　
町
の
発
展
を
 

ふ
る
さ
と
納
税
で
 

　
　
町
の
発
展
を
 

役
場
住
民
生
活
課
窓
口
に

役
場
住
民
生
活
課
窓
口
に
 

受
付
番
号
発
券
機
設
置
を

受
付
番
号
発
券
機
設
置
を
 

役
場
住
民
生
活
課
窓
口
に
 

受
付
番
号
発
券
機
設
置
を
 

9 ふくさき議会だより　第163号 

ツゥゲットボールのゲーム中

牛 尾 雅 一  

ニュースポーツの普及促進で 
健康寿命を延ばすＰＲを！ 

団体・地域への普及状況を見ながら対応を考えます 

住民生活課窓口

スリーボールのゲ－ム中
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一般質問 

 
 
消
防
団
員
の
定
数
確

保
問
題
は
以
前
よ
り
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
近
年
、
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
、
ま
た
、
仕
事

や
地
域
と
の
関
わ
り
が
変

化
し
て
い
く
今
、
消
防
団

組
織
全
体
の
検
討
が
必
要

で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

検
討
は
さ
れ
な
い
の
か
。
 

　
現
在
、
消
防
団
に
お
き

ま
し
て
、
全
分
団
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
消
防
団
本
団

会
議
で
協
議
し
、
審
議
会

の
設
置
も
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
消
防
団

の
多
く
の
訓
練
等
が
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
消
防

団
の
持
つ
防
災
能
力
等
が

低
下
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
懸
念
さ
れ
る
が
、

中
止
さ
れ
た
訓
練
な
ど
は

何
か
別
の
方
法
で
対
応
さ

れ
た
の
か
。
 

　
中
播
消
防
署
と
合
同
訓

練
が
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
ま
す
。

    　
　
文
化
庁
の
補
助
金
で

地
域
文
化
財
総
合
活
用
推

進
事
業
と
い
う
も
の
が
あ

る
が
、
福
崎
町
に
お
い
て

は
、
近
年
こ
の
事
業
の
活

用
が
補
助
額
の
上
限
額
に

達
し
て
い
な
い
と
聞
い
て

い
る
。
こ
の
た
び
、
国
に

お
い
て
臨
時
補
正
さ
れ
上

限
額
が
大
幅
に
上
げ
ら
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
当
町
も
、

町
が
定
め
て
い
る
上
限
を

無
く
し
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
申
請
が
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
各
自
治
会

で
も
ま
だ
ま
だ
要
望
が
あ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
当
町
が
定
め
て
い

る
上
限
の
廃
止
は
検
討
さ

れ
な
い
の
か
。
 

　
今
後
、
実
施
し
た
事
業

の
検
証
を
行
い
、
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
行
政
に
は
多
く
の
審

議
会
、
委
員
会
、
協
議
会

が
住
民
の
意
見
が
反
映
で

き
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

委
員
の
中
に
は
充
て
職
で

い
く
つ
も
の
委
員
を
兼
ね

て
い
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
か
。
本
来
、
広
く
民

意
を
聴
く
場
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
少
し
疑
問

を
抱
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
た
、
同
じ
よ
う
な
内
容

の
も
の
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
一
度
し
っ
か
り
と

し
た
見
直
し
が
必
要
で
は

な
い
か
と
思
い
質
問
す
る
。
 

　
こ
れ
ま
で
複
数
の
審
議

会
、
委
員
会
等
を
統
合
し

た
と
い
う
こ
と
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

必
要
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都

度
、
検
討
し
て
い
く
事
項

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

　
　
現
在
、
審
議
会
、
委

員
会
、
協
議
会
の
委
員
に

な
る
の
に
年
齢
の
制
限
を

さ
れ
て
い
る
が
、
年
齢
制

限
の
必
要
性
は
あ
る
の
か
。
 

　
年
齢
の
制
限
と
い
う
こ

と
で
は
、
各
委
員
会
、
審

議
会
委
員
の
定
年
に
関
す

る
規
程
を
平
成
22
年
4
月

に
定
め
て
お
り
、
そ
れ
か

ら
10
年
以
上
が
経
過
し
て

い
ま
す
。
企
業
な
ど
の
定

年
は
60
歳
定
年
か
ら
65
歳

定
年
へ
と
変
化
し
、
社
会

情
勢
も
変
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
印
象
と
し
て
も
元

気
な
方
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
10
年
前
と
比
べ
て
、

そ
う
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ

も
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員
の
ご
意
見
も
念
頭
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

地
域
文
化
財
総
合
活
用

地
域
文
化
財
総
合
活
用
 
 
 
 

 
推
進
事
業
活
用
に
つ
い
て

推
進
事
業
活
用
に
つ
い
て
 

地
域
文
化
財
総
合
活
用
 
 

 
推
進
事
業
活
用
に
つ
い
て
 

審
議
会
、

審
議
会
、委
員
会
等

委
員
会
等
 
 
 
 

 
組
織
運
営

組
織
運
営
に
つ
い
て
 

審
議
会
、委
員
会
等
 
 

 
組
織
運
営
に
つ
い
て
 

前 川 裕 量 

消防団組織全体の定数検討が 
必要ではないか 

消防団本団会議で協議し、審議会の設置も 
検討したい 

住
民
生
活
課
長
 

総
務
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

総
務
課
長
 

兵庫県消防団員募集ポスター



一般質問 

 
 
令
和
3
年
１２
月
に
作

成
さ
れ
た
「
福
崎
町
す
こ

や
か
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
」
で
、

子
ど
も
の
1
割
が
朝
食
を

食
べ
な
い
。
2
割
に
寝
つ

き
が
悪
い
、
よ
く
眠
れ
な

い
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
分

析
し
、
対
策
を
講
じ
て
い

る
の
か
。
 

  　
養
護
教
諭
が
身
体
的
な

疾
患
が
な
い
か
、
生
活
習

慣
の
み
だ
れ
に
起
因
す
る

も
の
が
な
い
か
な
ど
、
生

活
状
況
を
聞
き
出
し
、
生

活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
保
護
者
に
も

伝
え
て
い
ま
す
。
睡
眠
障

害
に
つ
い
て
は
、
ゲ
ー
ム
、

ス
マ
ホ
な
ど
の
長
時
間
使

用
が
一
因
で
は
な
い
か
と

分
析
し
て
お
り
、
情
報
モ
ラ

ル
に
関
す
る
教
室
を
開
催

し
、
継
続
的
に
保
護
者
へ

の
啓
発
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
食
事
が
と
れ
な
い
、

睡
眠
が
と
れ
な
い
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
小
児
う

つ
の
可
能
性
は
考
え
て
い

な
い
の
か
。
 

  　
各
学
校
に
養
護
教
諭
が

お
り
、
定
期
的
に
担
当
者

会
議
を
開
い
て
い
ま
す
。

健
全
な
食
生
活
の
実
施
、

心
の
健
康
づ
く
り
な
ど
を

テ
ー
マ
に
議
論
し
、
保
健

セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
て

総
合
的
に
対
応
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 　
　
す
こ
や
か
ヘ
ル
ス
プ

ラ
ン
の
計
画
に
、
子
ど
も

の
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教

室
」
が
あ
る
が
、
具
体
的

に
は
。
 

  　
子
ど
も
が
自
ら
心
身
の

体
調
の
変
化
に
気
づ
き
、

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
た
り
、
周

囲
に
相
談
す
る
力
は
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
従
来
の

助
産
師
に
よ
る
思
春
期
教

育
に
加
え
て
、
心
理
士
に

よ
る
事
業
も
、
今
後
、
学

校
と
調
整
し
て
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
高
校
で
は
今
年
か
ら

精
神
疾
患
の
授
業
が
始
ま

っ
た
が
、
小
中
学
校
で
の

「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
に
関

す
る
授
業
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。
コ
ロ

ナ
禍
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

は
行
え
て
い
る
の
か
。
 

 　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
よ
り
端
末
が
入
っ
た

こ
と
で
、
色
々
な
自
分
の

思
い
を
そ
れ
ぞ
れ
が
入
力

し
て
伝
え
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
よ
り
は
改
善
で

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
　
令
和
１０
年
稼
働
予
定

の
神
崎
郡
次
期
ご
み
処
理

施
設
の
計
画
が
進
ん
で
い

る
が
、
家
庭
系
可
燃
ご
み

の
量
を
今
よ
り
4
％
削
減

す
る
目
標
が
出
さ
れ
た
こ

と
に
対
す
る
対
策
は
。
 

 　
生
活
系
可
燃
ご
み
の
量

の
推
移
は
、
平
成
30
年
度

3
1
4
5
ト
ン
、
令
和
元

年
度
3
2
2
7
ト
ン
、
令

和
2
年
度
3
2
1
6
ト
ン
、

令
和
3
年
度
3
1
3
8
ト

ン
と
な
っ
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
以
前
に
戻
り
つ
つ
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
当
町
の
現
状
は
下
げ

止
ま
り
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
の
で
、
さ
ら
な
る
減
量

化
、
分
別
、
生
ご
み
の
水

切
り
の
徹
底
な
ど
、
広
報

誌
で
の
啓
発
と
住
民
の
理

解
を
得
な
が
ら
、
一
層
の

減
量
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
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問
 

ゴ
ミ
の
減
量
化

ゴ
ミ
の
減
量
化
 
 
 
 

　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
に
つ
い
て
 

ゴ
ミ
の
減
量
化
 
 

　
　
　
に
つ
い
て
 

大塚記美代 

小・中学校でのメンタルヘルスに 
ついて、どう教育しているのか 
GIGAスクール構想の端末も駆使し、 
子どもの思いに触れる授業を進めています 

福崎町すこやかヘルスプラン

高等学校 保健体育の教科書
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消
防
庁
が
消
防
団
員

の
報
酬
等
の
基
準
を
改
正

さ
れ
た
が
、
現
在
の
福
崎

町
消
防
団
の
出
動
費
は
。
 

 　
福
崎
町
消
防
団
条
例
に

よ
り
、
火
災
・
水
害
等
の

出
動
手
当
は
1
回
1
2
0

0
円
、
訓
練
手
当
は
1
回

1
1
0
0
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
　
国
の
定
め
る
出
動
報

酬
、
災
害
時
は
8
0
0
0

円
、
災
害
時
以
外
は
4
0
 

0
0
円
を
団
員
に
支
給
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
 

 　
国
か
ら
は
消
防
団
の
充

実
強
化
と
い
う
通
知
が
来

て
い
ま
す
。
地
方
財
政
措

置
を
拡
充
す
る
と
い
う
情

報
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手

当
・
報
酬
の
増
額
に
つ
い

て
は
、
全
体
の
需
要
額
を

見
な
が
ら
前
向
き
に
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
現
在
、
新
入
団
員
の

活
動
服
等
の
購
入
は
各
分

団
が
負
担
し
て
い
る
。
人

数
の
少
な
い
分
団
は
か
な

り
の
負
担
に
な
っ
て
い
る

が
、
国
か
ら
の
活
動
費
で

賄
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
 

 　　
地
方
財
政
措
置
を
拡
充

す
る
情
報
の
中
に
は
被
服

費
の
増
額
も
あ
り
ま
す
の

で
、
全
体
の
需
要
額
を
見

な
が
ら
、
消
防
団
本
団
会

議
の
意
見
を
聞
き
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
同
僚
議
員
の
質
問
に

も
あ
っ
た
が
、
消
防
団
の

た
め
、
報
酬
や
定
数
を
考

え
る
審
議
会
の
設
置
を
希

望
す
る
が
ど
う
か
。
 

  　
現
在
、
消
防
団
に
お
い

て
は
全
分
団
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
消
防
団
本
団
会
議
で
協

議
し
、
審
議
会
の
設
置
も

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
消
防
団
の
待
遇
に
つ

い
て
は
、
良
く
な
る
よ
う

に
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

災
害
の
時
に
は
命
が
け
の

最
前
線
で
頑
張
っ
て
い
る

消
防
団
を
も
う
少
し
大
事

に
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
理
事

者
の
み
な
さ
ん
に
自
覚
し

て
い
た
だ
い
て
、
消
防
団

へ
の
気
持
ち
を
大
切
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

が
ど
う
か
。
 

 　　
消
防
団
に
つ
き
ま
し
て

は
、
私
も
13
年
間
分
団
員

と
し
て
、
ま
た
町
の
本
部

要
員
と
し
て
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
消

防
業
務
を
す
る
中
で
、
い

ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
み
、

勉
強
も
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
、

自
治
体
に
対
す
る
貢
献
度

も
、
消
防
団
は
大
き
な
も

の
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
消
防
団
の
待
遇
の
改

善
に
つ
い
て
は
、
今
後
よ

く
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

町
長
 

問
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活
動
費
に
つ
い
て

活
動
費
に
つ
い
て
 

活
動
費
に
つ
い
て
 

消
防
団
に
つ
い
て

消
防
団
に
つ
い
て
 

消
防
団
に
つ
い
て
 

消防団訓練の様子（水防訓練）

植 岡 茂 和 

消防団のため、報酬や定数を考える 
審議会の設置を希望するがどうか 

消防団本団会議で協議、検討します 
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人
口
減
少
は
全
国
的

と
な
っ
て
い
る
。
町
と
し

て
は
少
子
化
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
の
か
。
 

 　
福
崎
町
の
少
子
化
対
策

は
、
令
和
2
年
3
月
に
策

定
し
た
「
福
崎
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
【
第
2
期
】
で
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
に
、

そ
の
目
標
、
施
策
を
明
示

し
、
雇
用
創
出
、
結
婚
、

出
産
、
子
育
て
、
ま
ち
づ

く
り
の
施
策
な
ど
を
設
定

し
、
人
口
減
少
社
会
に
対

応
す
る
た
め
の
取
り
組
み

等
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
と
し
て
具
体
的
に
示

し
、
目
標
数
値
を
定
め
、

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

 　
　
高
齢
者
の
特
殊
詐
欺

被
害
を
防
ぐ
た
め
、
着
信

時
に
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

相
手
に
流
す
自
動
録
音
電

話
機
の
設
置
に
つ
い
て
、

県
の
補
助
を
活
用
・
推
進

し
て
み
て
は
ど
う
か
。
 

 　
簡
易
型
警
告
・
自
動
通

話
記
録
器
の
設
置
に
つ
き

ま
し
て
は
、
特
殊
詐
欺
の

防
止
の
観
点
か
ら
、
地
域

の
防
犯
対
策
事
業
と
し
て

「
自
立（
律
）の
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
事
業
」
を
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

   　
　
地
域
の
消
防
団
の
活

動
は
火
事
の
現
場
だ
け
で

は
な
く
、
災
害
時
を
初
め
、

地
域
に
貢
献
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
消
防
団
員
に

対
す
る
年
額
報
酬
額
は
、

昨
年
よ
り
国
の
標
準
報
酬

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
交

付
税
措
置
も
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
が
。
 

 

 　
令
和
3
年
度
の
消
防
団

の
報
酬
額
の
決
算
見
込
額

は
、
普
通
交
付
税
算
入
額

よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

 　
　
自
動
車
ポ
ン
プ
を
購

入
す
る
場
合
、
購
入
し
や

す
く
す
る
た
め
に
、
消
防

施
設
整
備
事
業
の
補
助
率

を
1
／
3
か
ら
1
／
2
に

増
額
の
検
討
を
。
 

 

　
非
常
備
消
防
の
需
要
額

の
総
額
を
見
な
が
ら
の
検

討
課
題
と
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

    　
　
体
育
の
授
業
中
に
熱

中
症
で
病
院
に
搬
送
さ
れ

て
い
る
内
容
の
報
道
が
あ

っ
た
。
こ
れ
か
ら
暑
く
な

る
。
子
ど
も
達
に
判
断
を

任
せ
る
の
で
は
な
く
、
教

員
が
状
況
を
判
断
し
、
マ

ス
ク
を
外
す
よ
う
に
指
導

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
 

 　
「
外
し
な
さ
い
」
と
い

う
よ
う
な
強
制
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
暑

く
な
り
、
熱
中
症
リ
ス
ク

が
高
ま
り
ま
す
の
で
、
学

校
と
協
議
し
、
保
護
者
の

理
解
を
得
な
が
ら
児
童
生

徒
の
熱
中
症
リ
ス
ク
を
な

く
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
コ
ロ
ナ
の
臨
時
特
別

給
付
金
事
務
に
お
い
て
、

誤
振
込
が
な
い
た
め
の
チ

ェ
ッ
ク
体
制
は
。
 

 　
D
V
D
の
デ
ー
タ
作
成

時
に
は
、
確
認
書
に
記
載

さ
れ
た
氏
名
、
口
座
番
号

と
、
D
V
D
内
の
氏
名
、

口
座
番
号
の
確
認
を
2
名

体
制
で
行
い
ま
し
た
。

企
画
財
政
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

福
祉
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

竹 本 繁 夫 

非
常
備
消
防
に

非
常
備
消
防
に
 
 
 
 

　
　
つ
い
て
問
う

　
　
つ
い
て
問
う
 

非
常
備
消
防
に
　
 

　
　
つ
い
て
問
う
 

新
型
新
型
コ
ロ
ナ
　
　
　
　
 

　
　
感
染
対
策

　
　
感
染
対
策
は
 

新
型
コ
ロ
ナ
　
　
 

　
　
感
染
対
策
は
 

消防自動車購入補助の増額は

少子化対策の取り組みを具体的に示し、目標数値を定め、 
事業を進めていきます 

町の少子化対策はどのような 
取り組みか 
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昨
年
春
に
は
小
学
生

1
人
、
中
学
生
6
人
の
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
認
め
ら

れ
る
と
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を

さ
れ
、
現
在
で
は
ど
の
よ

う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
 

 　
学
校
に
お
い
て
は
、
担

任
だ
け
で
な
く
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
、
不
登
校
指
導
員
と
と

も
に
、
児
童
生
徒
が
欠
席
、

遅
刻
や
学
業
の
低
下
、
忘

れ
物
な
ど
が
見
ら
れ
る
場

合
に
は
、
そ
の
背
景
に
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
要
因
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
視
点
を
も
っ
て
、
児
童

生
徒
の
理
解
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
だ
け
で
各

家
庭
の
状
況
を
改
善
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
ほ
け
ん
年
金
課

主
管
の
要
保
護
者
対
策
地

域
協
議
会
な
ど
、
学
校
以

外
の
機
関
と
も
連
携
を
図

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
つ
い
て

は
、
小
学
生
で
は
ゼ
ロ
、

中
学
生
で
は
５
人
が
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
で
は
な
い
か

と
認
め
ら
れ
ま
す
。
引
き

続
き
、
児
童
生
徒
の
様
子

を
注
意
深
く
見
守
り
な
が

ら
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

に
は
さ
ら
に
深
く
関
わ
っ

て
い
き
、
そ
の
原
因
が
子

ど
も
だ
け
で
は
と
て
も
解

決
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
外
部
の
機
関
に

つ
な
げ
て
、
そ
の
家
庭
内

の
状
況
を
解
消
で
き
る
よ

う
に
、
周
り
の
大
人
、
周

り
の
機
関
が
フ
ォ
ロ
ー
し

て
い
く
と
い
う
体
制
を
と

っ
て
い
ま
す
。

　
　
昨
年
度
、
サ
ル
ビ
ア

こ
ど
も
園
に
I
C
T
化
推

進
等
事
業
と
し
て
の
補
正

予
算
が
つ
い
た
。
保
育
士

の
業
務
負
担
軽
減
等
を
図

る
た
め
に
活
用
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
、
是
非
と
も
公

立
幼
児
園
に
も
導
入
を
お

願
い
し
た
い
。
 

 　
サ
ル
ビ
ア
こ
ど
も
園
に

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
主
な
活

用
方
法
は
、
登
降
園
管
理
、

欠
席
連
絡
、
お
便
り
や
連

絡
帳
の
作
成
、
児
童
票
の

管
理
な
ど
で
、
職
員
の
業

務
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
公
立
幼
児
園
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教

育
委
員
会
と
し
て
も
導
入

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
サ
ル
ビ
ア
こ
ど
も

園
か
ら
の
情
報
な
ど
を
園

に
提
供
し
、
共
有
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
先

行
導
入
事
例
な
ど
を
参
考

に
、
園
の
要
望
も
踏
ま
え

な
が
ら
検
討
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
町
立
施
設
に
お
い
て

は
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
の
太
陽
光
発
電
等
設

備
投
資
に
つ
い
て
検
討
で

き
な
い
か
。
現
状
で
は
、

公
立
幼
児
園
と
図
書
館
に

つ
い
て
は
、
一
部
、
自
家

消
費
目
的
の
設
備
は
あ
る

が
、
小
中
学
校
、
浄
化
セ

ン
タ
ー
、
体
育
館
等
に
も

設
置
可
能
と
思
わ
れ
る
が

ど
う
か
。
 

 　
今
後
に
つ
い
て
は
、
基

本
的
に
、
学
校
長
寿
命
化

改
修
工
事
に
お
い
て
太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
 

問
 

石 川 　治  

14ふくさき議会だより　第163号 

太
陽
光
発
電
等

太
陽
光
発
電
等
の
　
 

　
　
検
討

　
　
検
討
に
つ
い
て
 

太
陽
光
発
電
等
の
　
 

　
　
検
討
に
つ
い
て
 

こ
ど
も
園
の
　
　
　
　
 

　
I
C
T

I
C
T
化
に
つ
い
て
 

こ
ど
も
園
の
　
　
 

　
I
C
T
化
に
つ
い
て
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

町
長
 

問
 

福崎町立図書館の太陽光発電システム

ヤングケアラーについて 

児童生徒の様子を注意深く見守りながら、早期発見・早期 
対応をして、子どもに寄り添っていきたいと考えます 
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バ
イ
パ
ス
の
新
設
、

ト
ン
ネ
ル
化
、
4
車
線
化

な
ど
、
比
較
的
大
き
い
工

事
で
は
着
工
前
の
費
用
便

益
分
析
を
実
施
す
る
が
、

町
道
福
崎
駅
田
原
線
の
費

用
便
益
分
析
に
つ
い
て
、

本
町
は
把
握
し
て
い
る
の

か
。
 

 　
福
崎
駅
田
原
線
は
、
都

市
計
画
の
変
更
を
行
う
際

に
、
福
崎
駅
の
ア
ク
セ
ス

ル
ー
ト
検
討
の
中
で
令
和

元
年
度
に
費
用
便
益
分
析

を
行
い
、
費
用
便
益
比
は

1.

12
で
し
た
。

 
 
地
方
に
お
け
る
道
路

橋
梁
事
業
に
つ
い
て
は
、

我
が
国
は
一
定
程
度
の
均

衡
な
国
土
の
発
展
を
期
す

る
政
策
で
は
あ
る
が
、
福

崎
町
へ
の
予
算
配
分
の
順

番
を
待
っ
て
い
る
だ
け
で

は
事
業
採
択
さ
れ
な
い
。

早
期
に
国
の
財
政
措
置
を

得
る
目
途
、
情
報
を
得
る

た
め
に
も
、
早
期
完
成
に

結
び
つ
け
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
の
か
。
 

 　
早
期
に
国
か
ら
補
助
を

得
る
た
め
の
特
に
効
果
的

な
取
り
組
み
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
状
で
は
、
他
の
補

助
事
業
と
同
様
に
事
業
の

要
望
を
継
続
す
る
形
態
で

す
。
た
だ
、
計
画
的
に
事

業
を
推
進
、
実
施
し
て
い

く
に
は
、
国
費
の
内
示
率

が
非
常
に
重
要
で
す
の
で
、

機
会
あ
る
ご
と
に
国
・
県

に
対
し
て
強
く
要
望
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
市
川
右

岸
の
千
束
新
町
線
へ
の
事

業
の
推
進
、
完
了
に
全
力

で
取
り
組
む
こ
と
が
、
市

川
の
架
橋
へ
結
び
つ
く
た

め
、
非
常
に
重
要
で
す
。

 
 
国
が
事
業
採
択
し
た

場
合
、
福
崎
町
の
財
政
負

担
の
見
積
り
は
ど
う
か
。
 

 　
町
道
福
崎
駅
田
原
線
の

架
橋
も
含
ん
だ
総
工
費
の

概
算
は
約
26
億
円
で
す
。

そ
の
財
源
構
成
は
、
国
費

の
補
助
率
は
50
％
で
13
億

円
を
見
込
み
、
福
崎
町
が

借
り
入
れ
る
地
方
債
は
国

補
助
の
残
額
で
あ
る
13
億

円
の
90
％
で
11
億
７
千
万

円
。
残
り
は
町
が
一
般
財

源
で
拠
出
す
る
１
億
３
千

万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

 
 
町
長
の
こ
の
事
業
へ

の
考
え
は
ど
う
か
。
 

 　
福
崎
町
の
今
一
番
の
課

題
は
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
化
で
す
。
そ
の
対
応
策

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
町

の
重
点
事
業
と
し
て
三
つ

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
教
育
の
充

実
、
子
育
て
支
援
。

　
二
つ
目
は
、
安
全
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
で
、
災
害

に
備
え
た
い
。
公
共
下
水

道
の
雨
水
幹
線
整
備
を
着

実
に
進
め
た
い
。

　
三
つ
目
は
、
駅
周
辺
整

備
の
そ
の
後
で
あ
る
駅
へ

の
ア
ク
セ
ス
、道
路
の
充
実
・

拡
充
で
す
。
で
す
か
ら
、

町
道
福
崎
駅
田
原
線
は
、

福
崎
町
の
重
点
事
業
、
大

き
な
柱
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

三 輪 一 朝 

町道福崎駅田原線について早期完成に結び 
つける国・県への取り組みを行っているのか 

国・県に強く要望していきます 

費用便益分析による費用便益比 
　公共事業の効果を金銭に置き換えて、そ
の妥当性を評価するための指標をいい、「実
際に要した費用の総計」に対する「発生す
る便益の総計」の比率で、その値が１以上
であれば、総便益が総費用より大きいこと
から、その事業は妥当なものと評価される。 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

町道福崎駅田原線の地図



地
域
振
興
課
長
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6
月
１７
日
に
七
種
山

を
訪
れ
る
と
、
虹
ヶ
滝
〜

七
種
の
滝
周
辺
の
雑
木
が

伐
採
さ
れ
、
滝
そ
の
も
の

が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
七

種
山
か
ら
七
種
槍
ま
で
の

登
山
道
の
倒
木
や
雑
木
の

整
備
が
綺
麗
に
で
き
て
い

る
の
に
も
感
心
し
た
。
 

　
七
種
槍
か
ら
南
の
登
山

道
は
今
ま
で
ど
お
り
で
い

ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
い

が
、
こ
れ
か
ら
か
。
 

　
今
年
度
は
予
算
の
範
囲

内
で
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
次
年
度
以
降
で
対
応

で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
検

討
し
ま
す
。

 
 
現
地
で
の
作
業
委
託

内
容
の
結
果
確
認
は
、
町

と
し
て
い
つ
頃
実
施
さ
れ

る
予
定
か
。
 

  　
現
在
、
報
告
書
が
上
が

っ
て
き
た
所
な
の
で
、
日

程
を
調
整
の
上
、
実
施
し

ま
す
。

 
 
登
山
道
の
東
コ
ー
ス

の
残
り
、
七
種
槍
か
ら
南

の
登
山
道
、
そ
し
て
西
コ

ー
ス
の
整
備
の
計
画
立
案

は
い
つ
頃
に
な
る
か
。
 

 　
登
山
道
の
回
復
、
整
備

に
向
け
て
、
引
き
続
き
次

年
度
計
画
を
立
て
、
事
業

継
続
が
で
き
る
よ
う
に
進

め
ま
す
。

 
 
先
月
、
市
町
村
議
会

の
議
員
研
修
を
受
講
し
た
。

内
容
は
、町
全
体
の
事
業
・

テ
ー
マ
の
う
ち
、
予
算
額

の
大
き
い
も
の
や
重
点
施

策
の
中
か
ら
テ
ー
マ
を
い

く
つ
か
選
定
し
、
複
数
の

議
員
で
一
つ
の
テ
ー
マ
を

担
当
し
て
、
予
算
委
員
会
、

常
任
委
員
会
、
決
算
委
員

会
を
通
し
て
各
々
の
テ
ー

マ
の
進
捗
、
効
果
や
結
果

の
評
価
を
行
い
、
町
民
に

役
立
つ
予
算
、
税
金
の
使

い
方
を
改
善
提
案
し
て
い

く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

福
崎
町
の
議
会
で
す
ぐ
に

は
対
応
で
き
な
い
の
で
、

今
回
は
耳
に
し
た
町
の
声

を
元
に
質
問
す
る
。
 

　
福
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

東
側
の
遊
具
広
場
に
関
す

る
投
資
予
算
で
、
ふ
わ
ふ

わ
ド
ー
ム
や
大
型
総
合
遊

具
等
を
含
め
て
、
複
数
年

の
合
計
金
額
は
。
ま
た
、

今
年
3
月
末
ま
で
の
実
績

累
計
金
額
は
。
 

  　
令
和
２
年
度
か
ら
４
年

度
ま
で
の
３
ヶ
年
で
８
２

０
０
万
円
で
す
。
実
績
累

計
額
は
約
４
８
０
０
万
円

で
す
。

 
 
そ
の
う
ち
、
ふ
わ
ふ

わ
ド
ー
ム
は
い
く
ら
か
。
 

  　
当
初
計
画
は
３
０
０
０

万
円
、
３
月
ま
で
の
実
績

は
約
２
７
０
０
万
円
で
す
。

 
 
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
は

仕
様
的
に
は
１２
才
ま
で
利

用
可
能
だ
が
、
町
は
安
全

性
の
視
点
か
ら
3
才
〜
6

才
ま
で
に
限
定
し
て
い
る
。

7
才
以
上
の
「
飛
ん
で
遊

び
た
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
利
用
時

間
帯
を
分
け
て
使
う
と
か
、

7
才
以
上
用
の
ド
ー
ム
を

別
途
作
る
と
か
、
打
開
策

を
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。
 

  　
色
々
検
討
し
た
結
果
、

今
年
度
は
、
小
学
生
で
も

利
用
で
き
る
大
型
複
合
遊

具
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

 
　
残
り
の
予
算
3
4
0
 

0
万
円
を
有
意
義
に
活
用

す
る
た
め
に
、効
果
を
よ
く

考
え
、
町
民
が
喜
ん
で
楽

し
め
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。
ち
な
み
に
大
型
複
合

遊
具
に
高
齢
者
向
け
の
健

康
器
具
は
含
ま
れ
る
の
か
。
 

  　
高
齢
者
向
け
の
器
具
の

設
置
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で

公
募
し
、
選
択
す
る
予
定

で
す
。

問
 

問
 

問
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地
域
振
興
課
長
 

問
 

問
 

問
 

上
下
水
道
課
長
 

上
下
水
道
課
長
 

問
 

上
下
水
道
課
長
 

上
下
水
道
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

　 高 平 記 
中播磨森林組合と契約し、今年度の予算の範囲内で、 
滝周辺と東コースを山頂から七種槍まで整備しました 

七種の滝、登山道の整備は 
七種槍までで完了か 

行
政
評
価
を
　
　
　

行
政
評
価
を
　
　
　
 

 
活
用
し
た
決
算
審
査

活
用
し
た
決
算
審
査
 

行
政
評
価
を
　
　
　
 

 
活
用
し
た
決
算
審
査
 

七種山山頂（6月17日撮影）

、
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町
民
の
方
々
か
ら
、

「
知
り
た
い
」「
公
平
に
扱

っ
て
ほ
し
い
」
等
の
声
を

聞
く
。
自
治
の
主
体
は
住

民
で
あ
り
、み
ん
な
で
力
を

出
し
合
い
、
良
い
福
崎
町

に
と
の
思
い
で
質
問
す
る
。
 

　
随
意
契
約
、
民
間
委
託

等
を
含
む
契
約
情
報
は
積

極
的
な
公
開
を
求
め
る
。
 

　
ほ
か
の
団
体
の
状
況
も

見
て
検
討
は
さ
せ
て
い
た

だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
各
種
審
議
会
の
公
募

委
員
の
年
齢
等
制
限
撤
廃

を
求
め
る
。
 

 　
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
住
民
か
ら
問
題
提
起

の
時
、
的
確
に
回
答
・
処

理
す
る
こ
と
が
信
頼
に
つ

な
が
る
。
 

 　
住
民
の
願
い
に
丁
寧
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

 　
　
住
民
参
加
の
促
進
に

は
住
民
の
活
動
条
件
を
整

え
る
た
め
に
各
種
補
助
金

の
改
善
が
必
要
と
考
え
る
。
 

 　
公
民
館
改
修
・
消
防
団

積
載
車
等
の
補
助
金
の
改

善
は
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
生
活
道
路
・
水
路
等

地
元
負
担
の
軽
減
は
公
平

性
の
確
保
か
ら
も
必
要
と

思
う
。
 

 　
予
算
の
バ
ラ
ン
ス
も
見

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

    　
　
県
立
高
校
の
統
合
問

題
に
つ
い
て
、
教
育
長
、

町
長
の
認
識
は
ど
う
か
。
 

  　
福
崎
高
校
の
存
続
を
文

書
で
も
訴
え
続
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
福
崎
高
校
の
必
要
性
を

訴
え
続
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
　
学
校
の
樹
木
管
理
や

土
砂
流
出
対
策
に
継
続
し

た
配
慮
を
求
め
る
。
 

　
効
果
的
な
管
理
が
で
き

る
よ
う
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
社
会
教
育
施
設
は
公

平
な
運
用
が
必
要
。
エ
ル

デ
ホ
ー
ル
料
金
体
系
の
改

善
が
必
要
で
は
な
い
か
。
 

 　
研
究
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
交
通
安
全
で
道
路
標

示
等
の
整
備
、
駅
前
周
辺

の
安
全
対
策
の
促
進
を
求

め
た
い
。
 

 　
町
内
の
横
断
歩
道
の
35

％
で
補
修
が
必
要
と
の
こ

と
で
す
。
情
報
が
あ
れ
ば

そ
の
都
度
警
察
に
要
望
し

て
い
ま
す
。

　
駅
前
の
信
号
は
引
き
続

き
警
察
と
協
議
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
　
水
害
対
策
で
中
小
河

川
の
浚
渫
や
調
整
池
（
官

民
と
も
）の
管
理
を
求
め
る
。
 

 　
県
、
町
で
浚
渫
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
調
整
池
は
年
２
回
の
草

刈
り
や
施
設
点
検
を
行
っ

て
い
ま
す
。

 　
　
下
水
道
経
営
戦
略
に

つ
い
て
、
公
共
下
水
へ
の

統
合
は
浄
化
セ
ン
タ
ー
周

辺
自
治
会
と
の
協
議
は
終

わ
っ
た
の
か
。
民
営
化
・

広
域
化
は
慎
重
で
あ
る
べ

き
だ
。
 

 　
関
係
集
落
と
の
協
議
は

行
い
ま
す
。
広
域
化
、
民

営
化
は
「
研
究
し
て
い
く
」

と
い
う
記
述
に
と
ど
め
て

い
ま
す
。

　
　
福
崎
駅
が
夜
間
無
人

化
さ
れ
た
。
踏
切
や
線
路

周
辺
を
含
む
安
全
対
策
を

求
め
る
。
 

 　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進

ん
で
き
ま
し
た
。
踏
切
等

は
今
後
も
協
議
し
、
安
全

対
策
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
高
橋
の
不
法
投
棄
の

取
組
状
況
は
ど
う
か
。
 

 　
６
月
に
４
台
分
の
搬
出

予
定
で
す
。
県
に
継
続
的

な
指
導
を
求
め
て
い
き
ま

す
。

総
務
課
長
 

町
長
 

町
長
 

企
画
財
政
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

副
町
長
 

教
育
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

上
下
水
道
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

小 林 　博  

町
の
基
盤
づ
く
り

町
の
基
盤
づ
く
り
 

町
の
基
盤
づ
く
り
 

環
境
問
題

環
境
問
題
 

環
境
問
題
 

町民の声には真摯に丁寧に対応します 

信頼と住民参加の行政への取り組みを 

教
育
問
題

教
育
問
題
 

教
育
問
題
 

副
町
長
 

し
ゅ
ん
せ
つ
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編
集
後
記
 

　
　
暑
中
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
さ
て
編
集
後
記
担
当
の
順
が
初
め

て
回
っ
て
き
ま
し
た
。
人
の
思
い
を

正
し
く
他
の
人
に
伝
え
る
の
は
難
し

い
。
ま
し
て
や
膨
大
な
情
報
量
の
定

例
議
会
の
内
容
を
20
ペ
ー
ジ
前
後
の

紙
面
で
伝
え
る
の
は
大
変
な
事
で
す
。

議
会
だ
よ
り
で
は
、
そ
れ
を
長
年
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
た
事
を
一
年
前
に

町
議
会
議
員
に
な
り
、
議
会
広
報
の

常
任
委
員
会
に
参
加
し
て
実
感
し
て

い
ま
す
。

　
　
昔
、
奈
良
公
園
の
「
猿
沢
の
池
」

を
読
ん
だ
歌
に
「
手
を
打
て
ば
鳥
は

飛
び
立
つ
鯉
は
寄
る
女
中
茶
を
持
つ

猿
沢
の
池
」（
詠
み
人
知
ら
ず
）と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
。「
パ
ン
パ
ン
」
と

手
を
た
た
く
単
純
な
行
為
だ
け
で
も
、

受
取
る
者
の
立
場
や
考
え
方
が
違
う

と
捉
え
方
も
異
な
る
と
解
釈
で
き
る

歌
で
す
。

　
　
議
会
内
容
の
主
旨
は
そ
の
ま
ま
に
、

簡
潔
に
ま
と
め
る
事
は
難
し
い
事
で

す
が
、
毎
回
皆
様
に
お
伝
え
す
べ
く

「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。

（
　
高
平
記
）

委 員 長　植 岡 茂 和  

副委員長　大 塚 記美代 

委　　員　石 川 　 治  

委　　員　河 嶋 重一郎 

委　　員　松 岡 秀 人  

委　　員　　 高 平 記  

議会広報常任委員会 

次の定例会は 

  9月2日 開会予定 

　高岡の里「あじさいの小道」（板坂）には、岡本さんが
個人で集められた約80種類のあじさいがあります。その
うち55種類はやまあじさいで、55種類を一度に見ること
ができるのは珍しいとのことです。

7月2日  メダカ祭り（文珠荘） 

マイナンバーカードを 
　　　　　　　作りませんか 

◆カードでこんなサービスを受けることが
　できます 

❶本人確認書類になる 
　公的証明書として利用できるため、免許
　証等をお持ちでないときに便利です。

❷各種証明書をコンビニで取得できる 
　コンビニエンスストアで住民票の写しな
　どの公的な証明書を取得できます。

❸健康保険証として使える 
　対応する医療機関・薬局は順次拡大され
　ます。

　役場開庁日は毎日、住民生活課でマイナ
ンバーカードの写真無料撮影と申請の受付
を行っています。ぜひご
利用ください。
　詳しくは、住民生活課
へお問い合わせください。

【問い合わせ先】住民生活課町民窓口係
電話 22－0560（内線371）7月5日 西野公民館付近で発見されたオオサンショウウオ 


